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　イスラム教徒が多数を占めるシリアには、
豚肉はないが旨い羊肉がある。日本人の大好きな白菜も大根もないが、何種類ものオリーブがある。そして、おいしい白米はないが、何にでもよく合うパンがある。
　アラビア語ではパンのことをフブズと言
う。中東諸国の主食となるパンは、共通して平たい円盤形で薄い円形の生地二枚から成る。日本で最近見かけるピタパンが一番近いだろう。ただしシリアのパンは、日本で見るピタパンや近隣のヨルダンやエジプトのパンよりも大きく、直径三〇センチらいある。また生地は綿布のようで、ふわふわ感が全くな 。
　この薄いパン、さしてボリュームがある
ようには思えないのだが、これがなかなか曲者なのだ。シリアの食事の基本 、こ平たいパンをちぎって、おかず（羊肉の串焼きでも、オリーブでも、チーズで 、炒め物でも）を掴んで食べる。 たってシンプルな味のパンは、どの料理にもよく合う。あの味、この味と少しずつ 食べているときりがなく、気がつくと体重は増加の一途を辿っている。
　シリアではお弁当にも当然パンを持って
いく。二枚の生地の間に具を「つめる」近隣諸国と違って、パンが大きいシリアのお弁当は、パンで具を「巻く」が基本だ。ピクニックには、 パンにチーズやザアタル （粉末にしたタイムにゴマをあわせたもの）塗り、くるくる巻いて持 いく。中東の伝統的かつ代表的ファーストフードのフンムス（ヒヨコ豆のコロッケ 野菜を入れたもの） 、シャーワルマー（日本ではトルコ語のドネルケバブで知られつつある。串さした羊肉や鶏肉を回転させながら焼き、焼けたところからそぎ落と て、野菜と一緒に入れる） 、シリアではパンに具をつめるのではなく、パンで具 巻く。私は個人的にはシリアのフンムスとシャーワルマーが一番旨いと思っている。なぜならシリアの大きくて薄いパンが旨いからだ。
　おかずに合わせて食べるだけではなく、
パンは料理にも使う。冬に好んで食べ れるファッテという料理 、どんぶりにを敷いて、ヒヨコ豆のペーストやゆでたヒヨコ豆をたっぷり流し込み、肉や松の実をのせる。古くなって乾燥したパンは、二セ
ンチ四方程に切って油で揚げる。これをクルト のように、レンズ豆のスープやファットゥーシュというサラダ（この揚げパンとトマトや青菜を酢とオリーブオイルでさっくりあえたもの） 入れ 食べる。揚げホブズのサクサク感と香ばしさが加わって実に旨い。●なく はならないパン
　シリアでは米料理もよく食べるし、 「白
いご飯」 もある。シリアで言うところ 「白いご飯」は、塩とバターで炊いたピラフのようなもので、モロヘイヤの煮物や肉団子のトマト煮にはよく合う。
　しかしご飯とパンの間に 決定的な違い
がある。ご飯は選択肢の一つに過ぎないが、食卓からパンを欠かすことはできない。スパゲッティであろうと米料理であろ と、必ずテーブルに は添えられるし、パンでスパゲッティをつまんで食べる（！）人もいる。
　レストランではパンはあらかじめテーブ
ルに用意されているか、注文にかかわらず最初に出てくる。日本の水のようなもので、
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御代わりし放題だ。高級レストランでは、冷めると何度でも焼きたてと取り替えてくれる。こんな環境で育ったシリア人が海外に行くと、不便な思いをするようだ。私の知人は、パンがないと食事ができず、パリの中華料理店ではパンを持ち込もうとして追い出され、スイスの食堂車ではパンをおかわりし続けてウェイター 喧嘩になった。●シリア 小麦生産
　ではシリア人の胃袋におさまる小麦粉は
どこから調達される か。シリアは小麦生産量世界二三位（二〇〇七年）で 小麦はほぼ自給している。農業は、 国内総生 （ＧＤＰ）の二四 ・三％、労働人口の約二〇％を占めるシリアの主要産業であ 。その中で小麦は全耕作面積の約 七％、灌漑農地の約五三％を占めている。
　主な生産地はトルコやイラクに隣接した
北部の三県で、小麦の生産量、耕作地ともにシリア全体の七割以上を占める。中でもイラクに隣接したアルハッサカ県では、シリアの小麦の約四割を生産している。
　実はシリアが小麦の自給を達成したのは
一九九〇年代である。一九八〇年代は生産量が消費量を大きく下回り、輸入に頼る状態であった。これが作付面積 拡大と技術改革により、一九九四年にシリアは小麦の輸出国に転じた。主な輸出先はエジプト、ヨルダン、イタリア、チュニジアである。しかし小麦の耕作地の約五五％は灌漑され
ていないこともあり、収穫高は雨量の影響を大きく受ける。一九九九年は旱魃のため生産量が落ち込み、また今年も一九八〇年代後半以来の最悪の数値になると予測されている。●小麦の流通と今後
　主食である小麦は、砂糖や大麦、綿花等
とともに、シリア政府にとって戦略作物とされている。一九九〇年代 降、小麦 流通市場は一部開放されたが、政府による価格や流通の統制は続い
　国内で生産された小麦の大半は、穀物流
通公社に売却 る。この公社の管轄下にある製粉公社もしく 委託契約を結んだ民間製粉業者によって「標準小麦粉」 （政府が小麦の種類と割合を規定）が製造される。標準小麦粉はベーカリーで 準パン」となり、消費者 手に渡る。
　シリアでは他に「高品質小麦粉」が流通
しているが これは特別なパンやパスタ、菓子製造に使用さ るもので、民間の製粉業者が製造している。二種類の小麦粉を混ぜてパンを することは禁じられており、標準小麦粉の高品質小麦粉への転用を防ぐ措置が取られている。
　小麦、標準小麦粉、パンの価格 、政府
が定めている。政府は、国内農業の保護と小麦の自給のため、補助金を投入して生産者から小麦を高く買い、消費者にパンを安く販売してきた。これは政府に大きな財政
負担を強いているのだが、政府は今のところパンに対する補助金は「死守すべきライン」として堅持する姿勢を見せている。しかし、今年五月の石油燃料補助金カットの影響で生産コストは上昇しており、加えて旱魃による生産量の減少により、 制度は厳しい状況におかれている。他方、物価の高騰は安い標準パンへの需要を増大させる。過去にエジプトやヨルダンでパンの補助金削減は暴動へとつながったが、果たしてシリアは政府が言うよう 備蓄小麦持ちこたえられるのか。アラブ諸国の中でも屈指の旨さを誇るシリアの食卓の 後が危ぶまれている。
（たかはし 　りえ／アジア経済研究所研究企画部）
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